
東京港の工事実施状況

旧晴海鉄道橋耐震補強工事

◆工事件名
令和2年度旧晴海鉄道橋耐震補強工事
令和3年度旧晴海鉄道橋（豊洲側）耐震補強工事

◆ 施工箇所
中央区晴海二丁目地先、江東区豊洲二丁目地先

◆ 工期
令和3年2月 ～ 令和4年6月（R2d工事）
令和4年1月 ～ 令和5年2月（R3d工事）

◆ 問い合せ先
担当部署：東京港建設事務所港湾整備課

道路整備担当
連絡先：03-5500-2529

○大規模地震に対して倒壊防ぐための橋脚部の補強、
及び落橋を防止するための装置の設置

施工箇所

１ 施工箇所 ２ 工事概要

３ 工事の目的

○運河部の横断橋としての耐久性を担保する補修

旧晴海鉄道橋に必要な耐震性、耐久性の確保

８ 働きがいも経済成長も

⇒ 包括的かつ持続可能な
経済成長などを促進す
る

11 住み続けられる
まちづくりを

⇒ 包括的な安全かつ強靭
で持続可能な都市及び
人間居住の実現

３ すべての人に健康と
福祉を

⇒ すべての人々の健康的
な生活を確保し、福祉
を促進する

○SDGsの取組み
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(旧晴海鉄道橋耐震補強工事)

旧晴海鉄道橋耐震補強工事

４ 完成イメージ（令和2年度工事）
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本工事施工範囲

青字：大規模地震時に倒壊を防ぐための補強
赤字：大規模地震時に落橋を防ぐための装置の設置

※令和3年度工事は、豊洲側（A1、P1、P2、P3）において、令和2年度工事と同様の工種を施工



東京港の工事実施状況
(令和2年度旧晴海鉄道橋耐震補強工事)

５ 工事写真

旧晴海鉄道橋耐震補強工事

矢板打設工
令和３年８月

着工前
令和３年４月

矢板打設完了
令和３年１０月

鉄筋組立完了
令和３年１２月

橋脚補強工（乾式吹付完了）
令和４年１月

コンクリート表面処理完了
令和３年１０月

写真 写真 写真

写真 写真 写真




